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靭鮮産岬殻十脚類の研究
　　第二報ヤドカリ類，（その一）

上　　田　　常　　一

KA二MITAラTパS全u一砒e30n砒e　Decapo沮Cr岨s細鵬朋エs　of　Cor錫多

　　　　　　　　P班七皿④I且ermiポCrab駄　（1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　繕　　　言

　　　　　　　　　　　　　　＊　靭鮮甲殻十脚類の研究の第二報として，異尾類一名歪尾類（今後本文においてはヤドカリ

類と呼塁）を急いで原稿にまとめ上げたのは，去る昭和20年（1945）の晩春であつたように

思う。それから間もなく，私は寵山の野砲隊に召集され，終戦を迎完て10月末この原稿は負

つて京城を引揚げた・私は1朝鮮の平和来復を待つて・これが出輝の機を得たいものと考え

ていたが，朝鮮の平和はいつ恒成るか，全くけんとうがつかない。　そこで、これを今後本

論集炬分節（1～5）して載せることにした。したがつて、第一報と異り淀い禁ん簡暑恒ない

形式庭為いても多少異るところがある。

　さて，この調査研究に当つて，昭和17年12月朝鮮自然科学協会（Chδse皿A・ad鋤y　of

Natu蝸1S・・ence）から研究費を補助された。取扱つた材料は多いとは言えない，昭和17年7

月公表した蟹類の121種に比べると安4亜族7科29種にすぎない。でも雪この採集調査は1

昭和17年から20年にわたる満3ヶ年間，時まさ俸太平洋戦争下にあつてオいろいろな困難

を制しながら遂行したもので，公務の余暇に自ら海岸を巡つて採集するとともに、当時の朝鮮

総督府京城師範学校の学生ならびに卒業生諾君が採集して提供された。　また，採集の途次，

海岸地帯にある水産試験場や水産学校・中学校などに立ちよつて，その所蔵穣晶を検べてみ

た。　これらの所蔵凄品は，ぽとんど朝鮮半島を繕る近海から底曳網にかかつてきたものであ

つたO
　本文を今後続げて公表するにあたつて，この研究を鞭鐘された元朝鮮自然科学協会長小林

晴家郎檸ヰ・元京城帝國大学予科教授森為三博士に感謝し・文献の恵贈を受けだ故凪固友衛

氏・三宅貞禅博士・菊池勘左衛門氏に，そして，採集に尽力下さつた多くの方々，ことに，

佐藤月二氏・崔鳳乞氏に深く謝意を表する。

　本研究に供した標本は。他のカニ類・陸水エビ類とともに，すべて京城師範学校に所蔵の

ままにして引揚げた。本文に揚載する挿図は，すべて自分の手によつて（在鮮中に）描いた

ものである。

　　　　　　　　　　　岡1朝鮮産ヤド掬リ類研究の歴艶

　甲殻十脚類の中のヤドカリ類，それは主にヤドカリ・タラバガニ匂カニダマシ。アナジャコー

などを包括する部類であるが，朝鮮におけるその調査研究は従来ほとんど行われていなかつ

＊第一報は蟹類，元朝鮮自然科学協会の研究費補助による。1942年朝鮮水産会から東尿＿秀舎で印刷

発行された。（四六倍判PP．289，PIs．2，Tex閉gs．ユ47）
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た。　したがつて，一例報告的のものまで探しあげてみても，やつと家のようにりようりよう

たるものであるO

　唖。1879（明治12），英人E　J1M狙Rs民は，キャプテン駄J0HNの率にいる英国の測量艦

が・ユ870年から1877年にわたつて，日本近海を渕量するかたわら，採集して彼の国へ持ち帰

つた甲殻類について調査研究を遂げ，1879年1月14日発行の〃P・oceed1ηgsofthe　ZooI・g1caI

Socエety　of　Lo皿don”　に，　“O藺盈C⑪亙里艶t孟o蘭of　Cr藺就雛e圏蘭遡de　by　C麹pt　H，C．St

JH0N，童触他e　c⑪鵬醐鯛通狛p鯛e§e　se紬，簑と題する報文を載せている。　この中に多朝

鮮関係のものとしては，次の2科4種を見る。何れも靭鮮海峡から得られたものである。

　　ポルケラナ科：

　　　　　　　　PORcELLANムSP∫NJ平ON乱s砕肌（誌カニマガイ）

　　　　　　　　PAC亘YCHEL週SSTEyENSI工．（註。カニモドキ）

　　ガラセア科：

　　　　　　　　GムLATHEA　OR咽亙TAuS。（註竈トゥヨゥェビモ蒋キ）

　　　　　　　　皿UWDムJ五PON工CA。（註．ヤマトヱビカニ）

　このうち彼が薪種とした肩o脇肋㈱吻棚伽鵬は，これより先き（工858），胸正雌SON氏に

よつて麦那香港から創めて記載されたところの肋κθ肋脇3鰍肋伽郷と同じものである。

肋物6肋腕＄肋肋紡については，その採集地を，原著の目録（脾2巫）において像靭鮮海峡

としているげれども，本文（帖47）では，1w・thout　defユn・te1㏄轟肚y’としている。俄肋励脇

0妨脇肋腕と脇脇滅αブ妙0鰍脇とは，その後半島近海がらは：一度も採集され淀ことのない

種類である。これらは何れも甚だ小形であるから，素人採集や漁夫の眼から見落されるζと

が多いだろう。皿胞RS氏の報文が出てから後30年余、すなわち雪日本の韓国併合直後恒至

・るまでは，半島のヤドカリ類胆関して筆に墨した者は一人もいないようである。

　Z1912（明治45），7月発行の・総督府月報・二巻七号に，〃タラバ蟹二関スル調査〃が載つ

ている。その内容は，慶街南遣・慶甫北遣・威鏡南遣・威鏡北遣におけるタバラガニ漁場な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
らびに漁期に蘭する当時の現況調査報皆に過きない。利用に関心が乏しがつたとみえ・漁獲

高には見るべきものがないようである。

　同年10月発行の〃総督府局報”二巻十号には，江原遣におげる”多ラバ蟹に関する調査”

が載つている。上記七号が出た時には該遣では調査申であつたから・今回報告を見たわげで

ある、漁場め位置は三陵郡。平海郡・蔚珍郡の沖倉6・7浬，海深70～80尋の箇所にして・

漁期は12月より翌年4月にわたり，最も多きは1・2月の爾月である。滞合あるいは南北何れ

よりも来集し、その方面は一定していないが，常に大群をなして去来するというている。こ

れらの報告があつてから後には，タラバガニ漁法の進歩に伴い，多くの漁獲をみたものである

が，近年（終戦前）は1濫獲の結果，形が小さくなり漁場は段々と南下する状況にあつた。

　王19－5（大正4），庵原文藺氏は，”威鏡南北両道水産業”と題して，朝鮮総督府発行の”水産

調査及試験場報告（調査之部）”に記しているがジタラノ勅二について・”北海道及檸太地方

二在テハ近時rタラバガニ」ヲ罐誇トシテ盛二欧米二輸出セラレアレハ両遣ノ滑海二於ケル

此種ノ生産ニシテカロエヲ為シ得ル程度ノ漁獲アノレニ到ラバ前途甚ダ有利ノコトナリトス”と

ある。

　＊朝鮮人は古来陸水産の蟹（ことにモクズガニとかアジハラガニ）停嗜好するが・一般恒海産の蟹

（ガザミすなわち花蟹は別）は好まないようである。
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　み1917（大正6），土屠寛暢氏は婁〃雫繭⑳簿産物”と題して1これを”平安．南遣致育会々報”

第十二号に報じ，アナジキコについて，”海岸の泥地に深き穴をつくりて住み・体長㍉二寸俺

達し胸甲短く体甲共に柔較にして透明なり，歩足第一｛三対は鋏足華なレ第一対の片方

の鋏は甚しく大なり，”と書いてある。この記事から明瞭に牛リ断されるようにぱれはアナジ

ャコ砂昭磁細郷ψグ奄はない司スナモグリCα1肋脇88α鰍肋鰍㈱濠幻妙脇肋であろう・

　5．1918（大正8），7月釜山の元覇鮮水産糎合は，”朝鮮水産組合報”附録としも”蟹料調査

報告〃を発行している。四六倍牛リ81頁の仮綴扮子ではあるが・主用餌料としてテナガダコほ

か19種，代用餌料としてホジヶぼか皿3種を挙げて，一々それらの朝鮮炬おげる分布・生産

地・採収法・採収期1産額及価格一需給の状況・用途・蓄養法の各般俸わ淀つて詳紬を究め

て述べてある。なお，巻頭に精巧なる重要餌料分布図一葉を添も茅タコ。ニシジイワシ・

カマシャコ・アナシャコ。ユウ・ヱビ・テナガダコの分布地を色別けして示している。アナジ

中コについては，主用餌料として堂々附10（臥38～4ε）にわたつて詳紬をつくしている、

　鼠1924（大正工3）9月元釜山の総督府水産試験場では，半島各地から採集したエビ・カニ

の標本の一半を東原綾屋猷氏の許に送付して同定を求めたことカ慧あるが・その記録（回答書）

とひ、かえの標本とは，該試験場に保管してあつた。それによれば，ヤドカリ類俺は次のもの

がある。

　　　　　　肋伽伽6鋤娩肋肋鰯’…………一’…一一釜山魚市場
　　　　　　肋肋伽弗3……’’’’’…’…’………’・…・…一一・成北葛端東沖

　　　　　　週妙昭脇㈱　帯　。　…　……・…　…　一寵岩浦（平北）

　　　　　　鋤カ昭微郷S科・岬…・…一……・一・一………・釜・山　鎭

　7．1933（昭和8〉5月穣握猷民は勇英文”泰郭近海大陸棚に穣息ずる甲穀帝脚類⑳分布”

と題する論文を，東大農学部紀要第十二巻に載す。・その材料は1茅專ら東京水産試験場”蒼鷹

丸”が，1923年（大正12）から1930年（昭和5）の長期俸わ淀つも目本近海がら探集した

ものである。　このうち，朝鱒炬関係あるヤドカリ類は弐の5種右，佃れも朝鮮海峡のもので

ある。

　　　　　　脇が幽＄ω肋伽一…・・一…………一・・一……一済州島の東

　　　　　　肋gZ榊S肋goS〃物肋Sダ8　・・…・…　　　　　　　対馬の西及西甫

　　　　　　月昭鮒鵬　α矧03鮒・”・・…・・………　　　　　　対馬の西及西甫

　　　　　　助ヵ昭鮒郷励肪㈱一………・………・・・…一一…・・対馬の西

　　　　　　E妙昭鮒秘S加o伽α肋S…一…　　　　…　…　対馬の西及西北

　　　　　　肋ψ惚Z㈱S柳な脇06肋ゴ脇S…・一…・・一。一一一釜山の蓬東

　轟．19三6（昭和11），10月偉藤月；氏は，傭鮮の海薩動物に戴いて”と題し，これを朝鮮初

等教育研究会の機関雑誌”朝鮮の致育研究”第九十七考に載せたが・この中にヤドカリイソ

ギンチャクAdams・asμのことが書いてある。これは慶街南道統営沖30血位から揚つた6個

体をしらべたものそれらと共生していたヤドヵリは何れもツメタガイの室殻に寄居してお

り，殻の周囲には1～6個のイソギン’チャクが着いていた。この標本は元の京城師範生物学

致窒においてあつたが，ヤドカリは〃0gθ7脇θ伽鮒ゐガに同定すべきものであつた。

　　　　　　　　　　　　二函朝麟産静ド掬リ類圏鍵

上述文献にみられる諾種を検討しこれ偉私が採集したものぎおよび他俸所蔵されてい淀
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ものをカ脆ると，覇鮮近海には，少くとも，家の4亜族7科24種㊧ヤドカリ類を産するさと

炬なる。

　　　　　Pby1u蛆ART貫ROPODA　　　　　　　　　　危　0〃磐汐弼砺郷鋤鮒刎ゐ

　　　　　αass　CRUSTACE瓜　　　　　　　　　　　　b，S以bfa㎜。L1thod－1n鰐

　　　　　⑪姻er　DEC迭PODム　　　　　　　　　　　171カ鮒α肋肋励s弼郷施励協紡鰯

　　　　　Suborder　REPTムNT亙遮　　　　　　　　　　　　　　皿8、抄協斯協ムヵ3α奴抄砺8

　　　　・Tdbe政NOMURA　　　　　　　　　　　　　　Sub嚇be　H眠P皿）Eム

　　　　　Sub伽be　P迭GU醐DEA　　　　　　　　　　　皿。臨独i1y　A1bun飢dae

　　　　］［。　Fanユ迎y　pagu亙idae　　　　　　　　　　　　　　　　　　19二　乙0ゆゐ0フ粥砺魯彦孫ダ劣西獅留砂該繍0㌶荻施

　　　乱　　Subfafrn．Pag帆1nae　　　　　　　　　　　　　　　　20二　Zら　　　sp÷

　　　　1．月α塚鰍㈱倣郷80ダ　　　　　　　　　　　　　　Sub枕1be　GALATHEIDEA

　　　Z貫ク物鋤鰐脇3　　　　　　　　　　　　　　　醐。賄皿11y　G訟I鋭h飢dae

　　　ユ扱0g脇確θ伽傲漉滋　　　　　　＊21軸勘肋砺粥微鋤紬晦
　　　b．　Subヂarn　P＆9u岨s枕na．e　　　　　　　　　　　　　　　＊2み　1脇郷εあαヴ磁竣翻弼あ概プαカoκあ混

　　　4肋蟹鮒鋤硲4敏肋腕　・　　　　＊23泌雛励脇
　　＊5邊1切g」房αgosゐ伽％κ3ね　　　　　　　　　　　　　　　Y．　F如皿1工y　Porce1Ianld－ae

　　　c．　Sub細卿　Eupagur1nae　　　　　　　　　　　　　　　24。　娼α6伽嫁％4θs＄梅砂留砺蟹労

　　　a勘カ昭脇硲．6㈱肋鵬　　　　　　2民肋肋腕砺移＄狗加妨㈱

　　　τ肋カ徽60柳物お　　　　　・　2aカo”6θ肋脇8鰍肋卿郷
　　　　a亙妙αg　sp．　　　　　　　　　　　　　　　　　Sub竹ユbe　TH血L地SS眠DEA

　　＊軌勘抄賂励脇蚕　　　　　　　皿。F独鞭臨・卿・倣d・・

　　　蛆鋤ゆ賂ク妙o栃㈱　　　　・　　2τ瓦倣脇碗棚肋甜㈱
　　　u．1肋抄αg　粥〃励勿∂o勿狡多　　　　　　　　　　　W・亙aln旭Iy　Ca1Hanass工dae

　　　ユネ勘籔賂・6肋脇跳　　　　　I　2＆碗肋脇棚砿

　　　岨肋カ賂妙伽α脇　　　　　　　　脇6玄鮒㈱θりψ0肋α

　　　仏勘カ賂カ肋概㈱　　　　　　　狙吻o蟹留物脇勿解
　　　皿、豆a醐11y　L工批odユdae

　　　　乱　Subfa独B［apaIogas伽1nae　　　　　　　　　　＊は文献庭載つている瞼れども，

　　　15。亙功〃og碗柘ダ励〃肋㈱　　　　　　　　　　標本はま淀検ぺてないもの・

　　　　　　　1　．　婁・種の認載
　　　　　　　　　　　　　Sub虹ibe　　PA⑰U則D嘗ヘ　　ヤドカリ亜族

　　　　　　　　　　LFa㎜i1y　pAGUR呈DAE　1）ANA　ヤドカリ科

　　　1キドカリを介殻から取出す技術芸ヤドカリは巻員の室殻に寄居しているから，形態の観察

　　　を遂げるには・ぜひとも殻外に取出す必要がある。　しかるに・ヤドカリは自体をしかと殻内

　　　につなぎ，みだりに外敵から外に取り串されないように仕掛けている。すなわち，1）腹部は

　　　介殻の螺暦に沿うて旋回している。2）腹部の下面にして胸部の直後にあたる部分は，肉質の

　　　固き隆起をなし爬行の際ぼこれで介殻を支える。3）後方2対の胸脚と尾脚の先は褥盤をな

鞄　　して介殻奥の内壁面に吸着する。4）鋏脚の掌節と指節とは有事の際蓋の用をなす。5）寄

　　　届する介殻⑳内腔は自体よりも著しく大なるが普通で，危険の折俸は1体をすつと奥方俸ひ
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きこめる。それで外部から見難い1：

ともある。がくして，ヤドカリを殻

外に出すことは極めて困難，漁村の

爵女子が試みるが如く炬，この介殻

を石で叩き破るときは，ヤドカリの

俸を傷つけるがために歓迎すべきで

ない。私はがつて，慶南統営沖合欲

知島近海において・海女晒に便乗し

て採集中，偶然家の如き方法を見出

した。一それは，先づ介殻の頂（螺頂）

を金槌またはそれに代るべきものを

使つて破る。すると，ヤドカリの尾

都が露出するから，左手で殻口をそ

の掌に向げ合わせて握り。ピニ・セヅ

ト叉はマッチの軸木などで尾部を掻

いてやると，彼は驚き忽然脱殻して

わが掌中に入るのである。尾部の露

出が僅少であると・それに箪れても

Te斌一fig．1．Ta三I⑭宏a　her㎜虻crab（♂）暑一

　a（）e，4（）7充b　aもaor皿亘naI　segraent。

　　　　キドカ　リの　尾部

尾部を引きこめる窄げで脱出しない・そこではさらに金槌を加えて露串面華大きくする一こと

が必要である。ヤドカリを陸揚げしておくと，彼らは環境の急変に氣づいてか，ひとりでに

介殻を脱出することがあるが，多くの探集品を迅遠に処理する場合には，そんなのろまなこ

とにたよつていてはどうにもならない。ヤドカリを取出すには今一つの方法がある。私の経

験では，それは小形品恒のみ適用されるが。大きな管びんに数個体入れて栓をなし，これを水

平に横たえて日光に当ておくと。管内の温度が高まる結果かヤドカリは殻口から這い出て，

そのまま死ぬるから多注意しながら敢出管ぼよ㎞。

　日本のヤドカリ総数はかつて80種といわ帖近縁㊧苑二・エビに比すれぼ種数は少いから

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その分類ぽ一見容易濠るか如逼庭見えて，

　　　　．A　　　　　　　　、　　　　　　実ぼ甚だ複雑繊路の句れを選祭べきかに

　　　　　　　　　　　　　　　遜　　　　　　迷わされる・華古くがら分類の着眼点にな

Text－f1gλTh1rd　m砥1u1ped－s　ofPag岨1dae

　　A，Pag肚1nae，B，Eupagur1n鴫

　　　　ヤドカリの第二顎脚の2型

つたのは第二．顎脚の底節の形状であつて，

これの下端が左右接近して、ために両顎脚

がV字型に位置するものをヤドカリ亜科

Pa脾1naeとなし左右の底節が胸板によつ

て相隔てられ，ために両顎脚が八字型に位

置するものを真ヤドカリ亜科Eupagu1・1nae

とした。　　般に前者は1左鋏脚，後者は右

鋏脚が大きい。　この両亜科は，ドイツの

ORTMA珊氏の創設にかかり，氏の著〃Die

Decapodle早一Krebse　d．es　Strassburger

Museu岨”を1892年Jena市の動物学年報に



　6黎

載せたるものの中にこれを見るが，該著の申ではさらに両璽科の闇俸ディオゲネス璽科

D1ogen1na・をも設けているが，後世の学者はこれをヤドヵリ亜科の中に入れて，上記の2

重科を用うるを一般のならいとした。

一しかるに雲その後採集の範囲が拡太膨雲弗ドカリ重科に属する異例として，外國産ん歩一

脇肋蝪紐な砺棚（正随RBsT）や琉球産㊧邊昭鰍郷カ肋桝肋ダ鮒STlMPSON（寺尾，1915）の如

きは第三顎脚㊧底箪が相隔つているζとがわかつた。さりながら疋の2種は何れも体躯扁平

なるところから，第三顎脚底節㊧隔離は，あるいはそれに因る二次的のものではあるまいかと

一応考えられる㊧であるが，これを；否定するものとして，外国産刀ε0g助螂脇伽S（旺鵬BST）

（ALcOCK，工905）がある、このヤドカリはマクラガイ0肋αの介殻に寄唐し体揮は扁平化

しているが。顎脚㊧底節ぱ依然接近しているという。かくして，第三顎脚底節の近接と隔離

とに墓くO氏の分類には疑を生畦しむるに至つたのである。しかし，真ヤドカリ亜科の講種

には未だかような異例あるを見つけない。それらは同じく顎脚が底節を隔離している。

　寺尾薪氏は前進して，鱒式G1n　fO1岨u－aに伝統的なるものありとしこれを重硯して，ヤ

ドカリ科のみならす広くヤドヵリ亜族全般についても，鱈式による分類を試みて弐の4科を

設定発表しだ。（大正4，動羅V01．27，N似317）
　　　　　　1）　　14　魚思　　（屋冨竃百飼騒10多狽鵬思　4）　・・”・・…　”…　”・…　。”・Paguridae

　　　　　　2）　13魚思　　（　　　　　　　，　　　　　3）　・・”　・・n　”・　。”　Paguri銑id泓e

　　　　　　3）　　11　飼騒　　（　　　　　　　，　　　　　1）　”．　．．　．．．。．　””　Eupagur1dae

　　　　　　4）　1O鰹　（　　　　　，　　　0）　．　．．・・　”．…．Ostraconot1dae

　昭和7年の発行にかかる〃水産動物学全集”第四審”水産動物学”は岡困弥一郎氏の執筆

Te塞t・f蛙ま　G三u　cha皿ber　o£Dクog粥θsθ♂〃鮒耽ガ：p，wa11－giI1

　　　　　　　　　・・pI・蝋ob閉n・h蛆（側擬．彊）一

トニゲヅノヤドカリの鰯



T・・t－f峰4・ G1II　ch雛nber　of逓肋カαg泌グ〃3sp。　；塾，Joユ皿か91n　or　arthro－

br狐ch1a（関節鰯），帥pIeurobra鵬h搬（側鰯），

　　　コ攻ライヤドカ古フの鰯

になつているが，寄屠蟹群肋脾過餓を家の5科に分協別恒鰹式炬よる寺尾氏の分類を考

慮してない。

　　　　　　1）　ポマトゲレス科PO甲航0CheIaae

　　1　　　2）寄屠蟹科Pagu・｝搬e　　　l。寄居蟹亜科肋靱i蝸e

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Z真寄居蟹亜科Eupagu・1醐e

　　　　　　3）　ヤシガ昌科Co融ob銃id鎚

　　　　　　4）ロミス科Lom－ls鋼鴉

　　　　　　5）イシガニ科L1thodidae

　昭和8年棲屋猷氏は，その著英文”本邦大陸棚に棲息する甲殻十脚類の分布”に蕃いて，

PaguridaeをlPaguτi㎜eとEupaguτinaeの2つに分ち，これまた鱈式俸よつて㎞ない。

　私は，朝鮮産ヤドカリを分類整理するに際し，第三顎脚底節の形状が絶対的価憶に乏しく

なつた今日・、ヤドカリ科は予尾氏にならな㎞鰯式を考慮に入牝従帯者の慣雛しPa・昧

rinaeを2つに分ち，Eupagu・naeはそのままにして，結局次の3亜科に分ちたい。

　1）ヤドカリ亜科p・gu・i蝸e二鱒数14，第三顎脚底節は1接近稀に隔離，鋏脚は左が大，腹部

　　　は左側に5脚と1対の尾脚を具う。’

　2）メナガヤドカリ亜科1Pagu・1s伽a・芸鱈数13，底節廣近皇鋏脚は左右同太，睦都第一節あ

　　　るいぽ第二節にも有対肢を。また，1対の尾脚を具ラ。



　融

　3）真ヤドカリ亙巨科Eupagu・1醐e鯛数u，底節隔離，鋏脚は右が大，腹部は第一第二節

　　に有対肢なく・左側にのみ4～5脚と1対の尾脚を具う。

　因に・タラバガニは・第三顎脚底節が胸板によつて隔離され，縄式は鱒数11欄節鱈ユ0・側

鰹1なるにより・このことのみでは助碑gu曲aeに近縁することになる。

圏　S理筍錫理エ鉦荻腰盗魎温J腰妻竈1圃撫E ヤドカリ璽科

Ge醐8蹴雛鰯跳野鵬固蟹螂ヨコ1ヅヤドカリ属

に

指節

前節

腕節

長節

塵節

1塞節

底節

Te里t－f1g．5．　Th1rd　rnax工u1peds　of　Pακακ彦泥o磁像邊6協郷鵡6％ακ6協　（あ）、

　　　　　　　　　タラバガニの第……顎脚

1）眼柄は太く角膜は夫きい。

2）第三顎脚の塞都底節ぼ相接近する。

3）鋏脚は左倶ゆものが箸しく大きく，．鋏の両指の先は角質，可動指は水平には動かな

　　い◎

4）第二労脚の褥はよく発達する。

5）腹部は1対の尾脚と左側に5脚を有す。

6）鰹式（羽状鰹14）は家のとうりo



⑳
靱

s

Text-fig. 6. Gill charnber of Paralithodes camtschatica ( 8 ) 

~~ ' -,D ;tf-,, 

p, wall-gill or pleurobranchia (~a~~). 

~i~ 
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体節の序列　　　唖　　　皿
　　　　　　　（第…顎脚）

側　　　鰯　　　　0　　　0

関節鰹・　　2　　　2

x

l

皿

一

皿

1

X亙

1

O

　　　　　　　　　　　朝鮮産肋g微郷属2種の検索表

　A。鋏脚及歩脚の表面には多くの鱗状の刻状紋がありつそれらの溝底には毛を列すポー…

“………・・…・…。………・・…・・“”・………”…”“…舳……川舳舳盈擁籔顯馳荻ヨコミゾヤドカリ

AA鋏脚には多くの涜状突起があるボー一…’。’　貫ダ磁燃8鵬イボアシヤドカリ
　　　　コ。凋鰯鮒鯛α岬0魯鮒（H蛆鵬丁）ヨコミジキ亙功以（横溝；申沢毅一）

　　　　　　　　　　ケスジヤドカリ（毛条；日本水産動植物図集鐵

　C伽鮒倣㈱oダ亘蝸BSTユ794，殴・bb髄，11，P月70，班班肛工，蟻以鮒…d）

　月αg％〃硲8赦嬉o脇8皿OSC1803，月：i醜N弧C工ust．n，映77，彊盟蓋X，錨聾敦（皿碗read・）

　1物gπダ秘s　s赦ダα励s　LATRE1LL1固18⑪3サ遭：鴫松Nat．，CIus篶銑正n畿，V，砕皿63（not　re乳d），

D皿週1ムAN蝸49，P　206多Ta故XLI星，貨g　1，◎R唖MムNN189劣皿283・

　肋9鮒鵬鮒㈱o篶Bム鵬s1913，瓜bh醐嚇瓦政盗蟻＆W鮒著n，SupP｝醐・。島Abh・，

p．46，F1sher1es　Socエety　of　Jap独1932，P皿EVH，fヱgむ1，Y⑪歴⑪斑ム1933，砕7a

　Loca11t1es　Fuzan（Fish　m孤珪銚）；1沓。（owned　by価e硝she鈍es　E理e直蛆e耐a1S切t1oln

of　the　G0Yerm．e砒GeneraI　of　Ch6se皿）　　　　　　　　　　　　。

　N征就sush1皿ユa，Fu2an　コ♂。24／y，　1936ら（ow皿ed　by　the亙u蟹a亙芯班ユaa1e　s⑧ho⑥1）

　Re1su1（F1sh　rΩ伽ket）　；1舎，　15／11．1935，lM1讐．｛正・亀ムTか

　T6e三；1sp。；27／v工，19独（owned　by　the　Fish　E墨p．st，Go凧Ge皿of　clhδsen）

　H1曲m－tδ；ヱsp・，5／Vn正，ヱ939（ownea　by　the　s孤鵬）

　肪b・t一舳・・…独独・d・・p鮒蛆・nf・・軸丁δ・・ヨ・飼・価・醐・卿飢・u・・p・・1蛆・n・・wn・d

by　the　Reisu1F1sheHes　SchooI多1nhab1t施g　gas切opod　she11s　ofコ肋κ〃o肋柘03亥o肋伽anδpa・

raslt工sed　on　the　ou棚de　of　tbe　sheus　w肺h　a　great飲s闘一ane独one・

　“征easuren工ents　　1　♂・舟or酊丁6e1，Iength　of　carapace60皿じn1，Iengt血of　pa1n150rnn1．

1ength　of　nユo∀ab工e　f1nger32皿」nユ

　本種はつとにS咽BOLD氏の日本動物誌に記載さ帖東京水産試験場の”蒼鷹丸”は朝鮮

海峡の済州島の東113mの深所から1♂を，また対馬の西南u5㎜の深所から1♀を採集

した。頭胸甲は扁平。眼柄は先が漸く大，上面は扁平である⑧本種の最も顕著なる縞徴は鋏

脚と歩脚の形状にある。すなわち，それら牌の表面には鱗状叉は波状の亥傲があり・ために

外観多くの横溝がみられる。　またそれらの溝には短毛を列生じて毛条を呈する⑬鋏の両指

の先端咬合面は黒く，歩脚の指節には毛が多い。腹部左倒に扁平無対の5脚と巫対の尾脚を

有す二皿師者は他の一般ヤドカリのそれと異り・ユ～3脚は三叉せる羽状脚芯4は甚だ短く歯

牙状に分裂し5は退化してき二わめて小さく構造も簡単である。尾脚は強壮にして褥を1具す・

本種は甫方系の代表的ヤドカリで㍉眼柄には2条の赤色横帯がある・総督府水産試験場及麗

水水産学校所蔵標品の中にはヤツシロガイに寄居しているものがあり，その介穀には大きな

イソギンチャクが1個づつ着いていた。本種は朝鮮では朝鮮海鮫に分布する。
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　　　　　　鐘
　　　　　．．鐘
　　　　　N　Q
　　　　　一～
　　　　　×　～
　　　　　い昌
　　　　　．彗　保
　　　　　．2　㎏
　　　　　畠亭
　　　　　　へ　　　　　冒’、、、

　　　　　2η
　　　　　｝耐
　　　　　約
　　　　　。ぺ。ぺ
　　　　　自電
　　　　　蓄智
　　　　　頃　宛
　　　　　　．　　　　　目眉
　　　　　邑巴

　　　　　§冒
　　　　　的　q　　　　　§’暮

　　　　　篭毛
　　　　　的。o
　　　　　§雨
　　　　　§｛
　　　　　師

〇　一
卜　　吻

靱
鵯冒
占　◎
蝪占
Φ

目ピ
　z

　　　2　炉⑫盟鮒蝸差弼鮒鯛8鯛D皿亘AANイボアシヤドカリ（洗足）

　Pαg鮒〃sあψ焔ss秘s　D坦HAAN1894，F測軋Japo肌，C五us七，砕207，Tab　XL1X，f1g3；

BALss1913・P　46・Fig㌫301　31；丁週RAOヱ913・砕　378；YOK0YA1933，砕．7q

刀鮒伽脇予伽卿㈱lR蛆肥τ瓜1902・P肌uS・N・㍍1M1帆・XX1旺｝34
　本種は創めてS1鵬0LD氏の日本動物誌に記載され，蒼魔丸は朝鮮海蚊は対馬の西甫u0卿

の深所から1♂を探集した。頭胸甲及各脚の全面に剛毛を生す。左鋏脚は著しく大形にし

て・BALSS氏もその著（μ46）に図説しているが如く，その掌節・腕節・指部は規則正しく配

列する数多の洗状突起を装う。頭胸甲前縁は低くして額角を形成すに至らす。眼柄は太く眼
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球また大。第＿歩脚は第一歩脚よりも著しく大形、指節は前節より長く，前節指節の周縁

には歯を列す。第三・四歩脚はその先に介殻把持の完全な簿を具う。生時は全体が濃茶褐色。

本麓は浅海には棲息せす，数十尋の深所から探捕されるのが常であると㎞う。

　　　　　　　　　Genus脳og鋼艶D脳A1852トゲツノヤドカリ属
　本属は次の如き顕著なる特徴を具うるが婁鰯式や腹部附属肢1の数のみに着眼すれば，すぐ

後に述べるP・g町1S＋エ醐eメナガヤドカリ亜科に入ることになる。皿）頭胸甲前部と同後都の

心臓部とはよく石次化してかたい。2）両眼柄の基部相接するところに，眼鱗に挾まれで1個

の角状突起すなわち眼角Op航haI卿・酌s位u独がある。3）第三顎脚の塞部底節は瀬接近す

る。（第2図）4）鋏脚はよく石灰化じて左が著大，掌節は短くて幅広い。太腕節の掌節への

関節縁は，恰も腕節を垂直に切断じた如き形状を呈す。5）第一・二歩脚の指節は甚長い6

6）腹都は1対の尾脚と左側に5脚を具え，最後脚は尾脚と同じく簿を有す。一7）鰹式は亥の

、とうり。

体節の序列　　　　w　　　皿
　　　　　　　（第二顎脚）

側　　　鰹　　　　0　　　0

関節鰹　　　　2　　　2

x

1

2

皿　　　　班　　　X皿

1　　　　工　　　　0

2　　　　2　　　　0

　本属は暖海陸のヤドカリセ，ア夢アの近海に最も多ぐの種を産するが，朝鮮近海では弐の1

種のみをみる。

　　＆蛾0鰐脇轟磁醐鮒挑滋（DE亘A姻）トゲツノヤドカリ（辣角；中沢毅一），

　　　　　　　　　　　　　　　エドワル夢ヤドカリ

　月αg〃グ鵬θ4〃αグゐガDE且ムAN1849，F泓un　Japon・，Crust，砕211，Tah　L，f1g　L

　lZ助わgθκ硲θ4〃αグ∂8ガ，STrMPs0N1858，proαNaむSαPhiI乱，砕246（not　read一），1907，　Sm．iths

1M［lsc　Cou㍗XuX，P，202，1臥XX皿平F鳴1，ORTMムN凪1892婁臥295，RATHBUN1902

弘36，BALSS1913，砕44，TERA（）19ユ3，砕362；YOKOxム1933，映77．1939，Pき280．

　M…u・・蛆・nt・♂f・・㎜Tδ・1，I・ngth・f・・醐p…22卿m；，棚搬⑧f・狐・蝸mI㎜，I・ngth

of　cephaIus10皿岨w1dth　of　sa触e10血m

　Hab1t　Se▽e閉1herm1t－ciabs　wh1ch航e　conected．frolm⑰鎚o逓批e　T6e五coast，囎置er　the

water　of　abo帆30：m．deep，dwe1lユn　gast正opod－sheus　of　Po1効施鰐（肋粥彬肋）漉鋤螂滋，and

are　paras1t1c　on　the　outsエd－e　of　the1r　g五eater　hands　or　the1r　slheIIs　w1搬搬e　sea一独e蜘o鵬s

（五6α伽㈱伽s砕）as　shown三n　the　fouow三ng　tab1ら

　丁囲醐e　l．　Nu血beヱof　sea－anem－ones　p班asユtmg　on　the　ou倣d－e　of　Pαg鮒㈱鋤〃倣ゐ紘

S…i血…　。、、、、。e。。。立、、、、、。、、。

　No．1　　　　　　　　　1

　〃　2　　　　　　　　　1

　グ　3　　　　　　　　　1

　ゲ　4　　　　　　　　　1

　4　5　　　　　　　　　1

Nu皿ber　o多　sea－anemones
Outsid．e　of　house　sha1e　　To勉1

　　　5（4）　　　　　　6

　　　5（3）　　　　　　6　1

　　　4（3）　　　　　　　5

　　　4（2）　　　　　　5
　　　2（2）　　　　　　　3
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グ　　6

〃　　7

1　　　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　　　　1

（），・h・w・㎎th・t・t・1卿㎜b…f…一・n・独・鵬・p㈱伽㎎⑰蝋b・・u棚赴・・f

lm・uthpa・t・f・h・h・u…蜘㌦

’Te斌4蛙a　刀あg脇鯛召励岬ダ4S杉（D皿昼Aム亙），♂

　　　　　　　f・・皿’T6・i，×1．7

　　　　ト1ゲツノヤドカリ

　本種は支郡及日本近海特産のヤドヵリで，創めてSI朋0肋氏によつて記載され、アメリ労

の探検船は支那海及香港から探集して嬬つた。SOW囲BY氏は満州博物誌の中に南満の海岸

に産する旨を記している。種名は斑ILNE－EDWAR鵬氏炬奉献されたが，両眼柄の塞部相接

するところにいわゆる眼角があるのでトゲツノの名カ沖た。頭胸甲本来の額角は低く。その両

倶02歯は尖鏡である。頭胸甲の前都と心臓都はよく石灰化して大小の穎粒を布く。眼柄は強



7⑪

、、姥　　　　　／脇1娑髪㎏

箒螂　　　．｝’ら姦　　　　　　　’
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く第三顎脚の基部底節は相遠ざかる。鋏脚は短くよく石灰化して左側のものが著大，多くの

辣粒で飾られる。掌節は短く幅広いが，その形状並に鋏の両指の形欄は老若によつて異る。

鋏脚腕節が掌節に関節する部位は恰も垂直に切断された如き形相を呈す。第一・二歩脚は

長く・その指節は鎌形をなして甚だ長い。それらの座節以下の下面には穎粒を布く。第四歩

脚は褥の発達わるく，先端は鋏をなす。腹部はコ対の尾脚と左側に5脚を有し，則方の4脚は

弼状で螢方め1脚は褥を具う。腹部右側には弼状脚の相対応する位置俸較き毛房が着き有対

肢1の痕跡をのこす。統営沖約30尋の深所から得た7個のヤドヵリはすべてツメタガイの室

殻にあり，大鋏脚掌節の外面並に殻外倒にはイソギンチャクが寄生し，その大なるは底部の直

径3c㎜・多きは1個体で6個も寄生して多。殻外倒では殻口の周縁俸多く集る傾向にある。イ

ソギンチャクは甲長145皿皿の幼いヤドカリの鋏脚にまで寄生している例を私は昆ている。


